
３．実証結果概要（衛星データを利用したドローン自律航法管制プラットフォーム）
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３．実証結果概要（衛星データを利用したドローン自律航法管制プラットフォーム）
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３．実証結果概要（衛星データと深層学習による推定収量を活用した農業保険の開発）

「衛星データと深層学習による推定収量を活用した農業保険の開発」

損害保険ジャパン日本興亜株式会社、
Sompo Insurance (Thailand) Public Company Limited

SOMPOリスケアマネジメント株式会社、一般財団法人リ

モート・センシング技術センター、国立大学法人東京大学

自然災害に脆弱な東南アジアの農業を支援するため、地球観測衛星データなどをインプットとするビッグデータから
深層学習によって得られる「推定収量」を活用した「次世代型農業保険」を開発する。

自然災害に脆弱な途上国の農家が、気候変動な
どにより大きな負の影響を受けているなか、農家経
営の安定化に向けて、セーフティーネットとなる農業
保険の導入が必要不可欠である。農業保険は、実
際の損害に応じて保険金が支払われる実損型農業
保険と、実際の損害とは関係なく、降水量など天候
に係るインデックスの結果によって保険金が支払わ
れるインデックス型保険があるが、どちらの保険にも
デメリットが存在する。実損型農業保険では、損害調
査の際に、損害額の確定と保険金不正請求の調査
のため、多くの時間とコストが必要である。インデック
ス型保険では、保険契約者の実損害額と、保険金と
の間に乖離が生じるベーシスリスクが発生し、損害
が発生していても、保険金を受け取れないリスクが
存在する。

「推定収量」の活用により、実損型農業保険におい

て、調査地を効率的に選別し、適切に調査員を配置で
き、時間とコストを大幅に削減できる 。

また、削減した運用コストを保険料の値下げに転化
することで、今まで保険利用を躊躇していた貧困層が
利用し易くなり、貧富の差に関係なく、農家にセーフ
ティーネットを提供することができる。

さらに、既存の農業保険では補償されない、災害に
伴う生産期間中のリカバリー費用を補償する、イン
デックス型保険の次世代型を開発する。これにより、
ベーシスリスクを低下させ、生産に対する農家の積極
的な投資を促すことで、作物の品質の向上、ひいては
安定的な食料生産に繋げることが可能となる。
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３．実証結果概要（衛星データと深層学習による推定収量を活用した農業保険の開発）

地球観測衛星データなどをインプットとするビッグデータから深層学習によって
「推定収量」を算出するモデルを開発した。
「推定収量」の精度向上に向け、衛星データなどのインプットデータをさらに充実化
させていくことの必要性が明らかとなった。

＜インプットデータ＞

衛星による降水量、
植生指数、光合成有効放射量、
作物の収量データ、
ドローンによるデータ
等

今後も継続して「推定収量」の精度向上に向け取組を進め、実損型農業保険や
インデックス型農業保険のデメリットを補完する「次世代型農業保険」を開発し、
途上国の農家の農業経営の安定化に寄与していきたいと考えている。
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３．実証結果概要（GNSSと地上データの融合による新たなスポーツ市場の開拓）

株式会社 アシックス
パフォーマンスゴールシステム株式会社

NTTコムウェア株式会社
慶應義塾大学大学院SDM研究科

GNSSと地上データの融合による新たなスポーツ市場の開拓

スプリント 持久走 筋力アップ パフォーマンス/コ
ンディション 怪我予防 戦術

l GNSSと地上データの融合による選手の怪我予防、チームの戦術の理解度への貢献
l ラグビー/ホッケー/テニス/車椅子テニス/トライアスロンでデータ活用による目標への達成度/戦術の理解度の確認
l 市場開拓のため、チームへのサービス展開可能性とスポーツメーカーが活用する実測データとしての活用可能性の検
討

客観的なデータに基づいた練習メニュー

練習量が多い
例：
必要以上の距離を
走行

・・・

監督/コーチの経験に基づいた練習メニュー

練習メニューが過去習慣の踏襲

・・・

客観的なデータに基づいた意思決定
フォーメーションの可
視化把握 選手の特徴表示 理解しやすいUI

監督/コーチから選手へデータに基づく客観的なアドバイス監督/コーチから選手へ経験に基づいたアドバイス

練習強度不足
例：
走行距離だけ意識し
ているため、遅い速さ
で走る
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３．実証結果概要（GNSSと地上データの融合による新たなスポーツ市場の開拓）

l 過去の自分や目標選手のデータと比較できる
l 監督が練習/試合のパフォーマンスや戦術についてデータを使っ
て選手に説明できる

l プレー中の軌跡、位置、速さ、視野を確認し、
選手が戦術を理解し、実行できたかを確認できる

l GNSSから位置情報、移動距離
l 心拍計から練習中の心拍数
l カメラから選手の練習映像

l GNSS、心拍計、カメラを組み合わせることで、プレー中の移動軌跡、
フィールド上の位置、ある瞬間の速さおよび視野と相手の関係性を可
視化し、選手が監督の戦術を理解し、実行できているかを確認した

l本実証の取り組み内容は、各競技の監督から継続したいとのニーズも
あり、マーケット拡大の可能性がある

l スポーツメーカー等は、データを蓄積・活用すれば新たな商品開発につ
ながる

l幅広いスポーツに普及させるには、デバイスのコスト負担が減らすことが
必要

× ×
GNSSデータ 心拍数

練習映像
(ウェアラブル含む)

シーンの確認

GNSSデータ （地上データ）
心拍数

移動軌跡

速さなどグラフ化

・選手の視野映像
・全体映像

移動の軌跡と
アニメーション作成

（地上データ）

+

+

時刻同期によるデータの結合
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３．実証結果概要（宇宙ビッグデータSDGs農林牧畜業プラットフォーム海外展開事業）

衛星データ・地上データを統合し、農林牧畜業の効率化や持続可能な開発目標達成に向けた水資源管理や森林管
理向けの新たなサービスを創出、国際的なプラットフォーム構築に取り組む

宇宙ビッグデータSDGｓ農林牧畜業プラットフォーム海外展開

ニュージランド農牧業者、ルワンダ政府
ブラジル政府機関他（地元業者と連携）

株式会社アットビジョン
国際航業、アクセルスペース、東京大学他
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３．実証結果概要（宇宙ビッグデータSDGs農林牧畜業プラットフォーム海外展開事業）

LandCover Area

Forest 3,000 ha

Scrub / Grass 1,800 ha

Cut-Over 800 ha

Field 2,700 ha

Open Water 10 ha

国際航業・機械学習を活
用したサービス「天晴れ」
による解析
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４．リモセン衛星ニーズ分析結果

RSコミュニティへのアンケート概要

• アンケート実施期間：平成30年2月26日～3月8日

• 対象：RSコミュニティ（日本リモートセンシング学会、

GIS学会、写真測量学会等）

• 実施方法：オンラインアンケート

• 回答数：27件
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４．リモセン衛星ニーズ分析結果

将来RS衛星あり方に関するアンケート課題・要望サマリ

政策 衛星開発
衛星運用・デー

タ配信
衛星データソ
リューション

エンドユーザ

現
状

将
来

・継続した衛星打上

計画がない

・継続性がない

・中・高分解能セン

サがない

・前処理が難しい

・フォーマットが使い

にくい

・データ整備に課題

・検索エンジンの利

便性が悪い

・高価

・フリーの解析ソフト

がない

・前処理が難しい

・フォーマットが使い

にくい

・ニーズのある非RSと

RS関係者のマッチング

・横断分野シンポ、意見

交換

・研究現場、ビジネス現

場の声をまとめる仕組み

・情報処理分野の

人材投入

・RS解析についての

相談窓口

・地方都市に根差した

利用支援

・簡易・安価（フリー）の

解析ソフト

・民間がやってペイ

できるかの区分

・規制撤廃

・利用促進取組（解析

コンテスト等企画広報）

・新規分野でのプロジェ

クト実施

・衛星計画と連動した

活動推進

・RS分野への投資

・民間がやってペイ

できるかの区分

・民間事業者の参加

・世界のデータプラット

フォーム構築

継続性・前処理/補正に時間を要する・データ提供フォーマット等
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４．リモセン衛星ニーズ分析結果

モデル実証応募チームへのアンケート概要

• アンケート実施期間：平成30年2月26日～3月8日

• 対象：モデル実証応募チーム代表窓口より依頼

• 実施方法：オンラインアンケート

• 回答数：21件

衛星データ利

用者

38%サービス提供

者

62%

属性

71%

9%

10%

10%

RSデータの重要性

重要 さほど重要でない 無くても対応可能 無回答
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４．リモセン衛星ニーズ分析結果

モデル実証チームアンケート課題・要望サマリ

政策 衛星開発
衛星運用・デー

タ配信
衛星データソ
リューション

エンドユーザ

現
状

将
来

・継続した衛星打上

計画がない

・戦略性のない政策

・具体性の低い政府

プログラム

・無償で利用できるプラ

ットフォームがない

・観測からデータ入手

まで時間がかかる

・インフラ整備

・解像度、被雲率等

費用対効果が悪い

・情報量が少ない

・専門知識を有してい

ない（人材不足）

・ベンチャーにはコスト

高

・データアクセス困難

・活動のリーダーシップ

・業界横断のまとめ役

・実証機会の確保

・Google Eaｒth Engine

のような分析プラット

フォーム（API含む）

・スマホのアプリで利用

可能な観測計画リクエス
トからデータ取得までで
きるサービス

・RSデータと活用事例の

紹介サービス

・RESAS（地域経済分析

システム）のような国主
導地方に根差したシステ
ム構築

・RSデータのオープン

＆フリー

・政府系衛星の観測計
画公開、データ即時配
信等

・ベンチャー等参入

緩和策・支援

・スタートアップ支援、
利用促進

コスト・専門人材不足・データの制約（頻度・解像度・アクセス）

・政府系衛星の観測計
画公開、データ即時配
信等

・RSデータ拡充・整備

・RSデータの認証

（正常値とそれ以外の

区別）
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政府に期待される取組まとめ

• 継続性のある衛星開発
• ベンチャー等参入の規制緩和・支援
• データプラットフォーム構築
• データ利用サービス拡充
• ニーズのある非RSとRSコミュニティのマッチング（業

界・分野横断ネットワーキング）
• 実証機会の確保

４．リモセン衛星ニーズ分析結果（まとめ）
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５．広報の充実
○宇宙データモデル事業の成果など先進的な宇宙データ利用事例を紹介するウェブサイ

トを抜本的リニューアル。（http://www.uchuriyo.space/）
○政府支援関連情報のワンストップ発信、イベント情報等のニュース、関係機関へのリンク

など総合的な情報を提供。
○「全ての人が宇宙につながる」こと（LINK）を目的として、SNSなど様々な手段を用いて幅

広い層への効果的な発信を目指す。

＜スケジュール＞
３月３０日（金） ウェブサイトプレローンチ → 実証結果等動画コンテンツ掲載
６月中 ウェブサイト完全ローンチ

29
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６．今後のスケジュール（モデル事業）

＜平成30年度事業＞※平成29年度採択案件も排除せず
提案公募開始 平成30年4月下旬
応募締切 平成30年5月末
審査 平成30年6月
実証開始 平成30年7月上旬
実証終了・報告 平成31年3月

・長期にわたって実証する分野もあることから、複数年度応募も可能に。

・実証結果を社会に確実に普及できるようにウェブページ充実等により社会への情報発
信機能を強化。

・実証案件をリスクマネー供給、宇宙開発利用大賞につなぐなど他施策と連携。

・準天頂衛星の運用開始に伴い、本格的な実証環境が整うことから、準天頂衛星の先進
的な利用モデル実証も含めて実証規模・件数を拡充。

※既存ホームページにて詳細発表
http://www.uchuriyo.space/model/youkou.html

u今後のスケジュール（予定）

u来年度以降の改善の方向性

http://www.uchuriyo.space/model/youkou.html
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